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あとがき 

 本号には、第24 回日本消化吸収学会総会（会長：杏林大学内科 青柳利雄教授）において発表され

た一般演題38題の原著が掲載されている。 

 消化吸収は、60兆個にも及ぶ体細胞にエネルギー源を供給する重要な機能であり、数多くの因子が

関与している。したがって、研究内容も基礎と臨床面においておのずと拡がってゆく。 

 消化吸収に関する研究は、生理的・生化学的手法による研究が主であり、まだ遺伝子レベルでの研

究には至っていないものの、着実に新しい展開をしている。 

 38 論文のそれぞれは、内究は異なるものの、オリジナリティーの高いものである。 

 ところで、わが国は、今、“変革の時代”のようで、政治・経済ばかりでなく、気象までも異常となり、 

さまざまな課題を残しながら、1993年も暮れようとしています。 

 本誌が発刊されるのは、1994年のはじめになるようですが、先生方の立派な研究成果がどんどんと投

稿され、本誌が一層充実し、名実ともに、消化吸収に関する研究の情報発信基地になることを期待して

います。先生方のご協力をお願いいたします。 

（T・B） 

 


